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　刈谷の夏の風物詩として親しまれている市民盆おどり大会。今年もわんさか祭りの
前夜祭として、8月17日㈮に開催されます。
　現在は、総合運動公園で行われていますが、以前は、刈谷グラウンド（現在の刈谷
球場）が会場として使われていた時代がありました。
　市内23地区が集い、華やかな浴衣姿の輪が連なる光景は、涼しげで夏の情緒にあ
ふれています。
　盆おどりの曲目として、刈谷小唄、刈谷音頭をはじめ、かつなりくん音頭や新曲も
予定されています。一般参加も自由ですので、皆さん奮ってご参加ください。露店も
出ています。
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雨上がりの空に顔をだした太陽が、木々や水面を照らし
ています。簡略化された形や、ヘラを使って塗り込められた
深い色調により、素朴で温かみを感じさせる作品です。名
古屋生まれの伊藤は、初期には人物画を、1932年以降は
静物や風景を描き、本作に見られるような独自の画風を築き
ました。また、東京芸術大学や愛知県立芸術大学で多くの
後進を育てるなど、美術教育の分野でも大きな業績を残し
ています。
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かりやの風景
市民盆おどり大会（総合運動公園）

天
王
町
の
本
刈
谷
神
社
境
内
に
あ
る
本

刈
谷
貝
塚
か
ら
の
出
土
品
の一部
で
す
。今

か
ら
約
３
千
年
前
の
縄
文
時
代
晩
期
に
作

ら
れ
ま
し
た
。

弓
は
ず（
左
）は
、弓
の
両
端
に
つ
け
て
弦

を
か
け
る
た
め
の
道
具
で
す
。鹿
の
角
で
で

き
て
お
り
、石
器
な
ど
で
削
っ
て
文
様
を
つ

け
て
い
ま
す
。

牙
製
勾
玉（
右
）は
イ
ノ
シ
シ
の
牙
で
作

ら
れ
た
も
の
で
、穴
を
あ
け
て
、吊
る
し
て

身
に
着
け
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
し
ま
し
た
。

弓
は
ず
は
全
長
約
4.5㎝
、牙
製
勾
玉
は

約
4㎝
ほ
ど
で
す
。縄
文
の
人
々
の
細
工
が

い
か
に
細
か
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

弓
は
ず
と
牙き

ば
せ
い
ま
が
た
ま

製
勾
玉

（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

〜３１年３月24日、逢妻町に
　刈谷市歴史博物館が開館します〜

▲現在の盆おどり大会の様子 ▲昭和48年の盆おどり大会の様子


